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バッテリーパックの
挿入と取り出し方法モニター説明スキャナー説明
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①モード選択 ②鉄筋径の設定 ③スキャン開始

④スキャン終了 ⑤注意 ⑥-1データをモニターに転送する

⑥-2データをモニターに転送する ⑥-3データをモニターに転送する ⑦-1スキャナー内のデータを削除

電源を「ON」にし、
メインメニューで
クイックスキャンを
選択します。

確定ボタン 上下で鉄筋径を
変更する

鉄筋径の表示

鉄筋径変更
アイコン

測定する鉄筋

探査方向の鉄筋上部を避ける

記録ボタンを押して
スキャン開始

記録ボタンを押して
スキャン終了 スキャン中にこのアイコンが現

れた場合は、スキャナーの動き
が速すぎるため、確定ボタンを
押して測定をやり直してください。
※最高速度は0.5ｍ/ｓ

スキャン終了後、
キャンセルボタンを
押してメインメニュー
画面に戻る

スキャナー本体にも測
定データが残ってます。
測定データを残さない
場合は「レ」残す場合は
「×」を押します。

モニターとスキャナーの赤外線ポートを近づけると、自動的
にスキャナーの画面が変わるので確定ボタンを押します。

赤外線ポート

鉄筋データ

電源ボタン

※一度に最大30m
スキャンできます

データがモニターに転送されました。

通常データは残しません



⑦-2スキャナー内のデータを削除 ⑧-1クイックスキャンの解析 ⑧-2クイックスキャンの解析

⑨解析結果 ⑩解析方法 ⑪そのほか

⑫PCへのデータ転送 ⑬-1解析例（解析ソフト） ⑬-2解析例（CSV）

※データがスキャナーに残っている状態でデータ送信を続けると、
同じデータを何度も送信することになり、モニター内のデータが
増え、処理に時間がかかります。

一番下のアイコンを選択
して「レ」押す

「下」を押して選択する バーが白くなるのを確認後
「レ」を押す

PCへのデータの転送はSDカードまたは付属の
USBケーブルで行います。

SDカード

USBケーブル（付属品）

モニターのデータを
PCに移し解析ソフトを
使用しての解析も出来ます

「解析」を選択
します

「かぶりを求める」
を選択します

解析結果がディスプレイ
下部に表示されます。

上下のカーソルを使用して、深さを確認した
い鉄筋の先端に点線を合わせます。

鉄筋（かぶり）深さ


